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2023 年７月 28 日 

各 位  

会 社 名 株 式 会 社 ハ イ マ ッ ク ス 

代表者の役職名 代表取締役社長 中 島  太 

（コード番号 ４２９９  東証プライム市場） 

問 い 合 わ せ 先 
執 行 役 員 

財 務 担 当 
岡田 喜久男 

電 話 番 号 ０ ４ ５ － ２ ０ １ － ６ ６ ５ ５ 

 

スタンダード市場選択申請及び適合状況に関するお知らせ 
 

当社は、2021 年 12 月 22 日に「新市場区分の上場維持基準への適合に向けた計画書」（以下、「計画

書」といいます。）を提出し、2023 年５月 26 日に 2023 年３月末時点における計画書の進捗状況等につ

いて開示してまいりました。 

2023 年４月１日施行の株式会社東京証券取引所（以下、「東証」といいます。）の規則改正に伴う対応

につき、本日開催の取締役会において、スタンダード市場への選択申請を行うことを決議するととも

に、申請いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１．各市場における上場維持基準への適合状況 

2023 年３月 31 日時点におけるプライム市場及びスタンダード市場の適合状況は下表のとおりで

す。なお、当社はスタンダード市場の上場基準に適合しており、次の基準日時点においてもスタンダ

ード市場の全ての基準に適合している場合には、適合状況の進捗に関する開示は行いません。 

 【プライム市場の適合状況】 

 
株主数 

（人） 

流通 

株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（百万円） 

流通株式 

比率 

（％） 

１日平均 

売買代金 

（百万円） 

純資産 

の額 

（百万円） 

当社の状況 

（2023 年３月末時点） 
7,022 72,941 10,510 58.7 20 10,313 

プライム市場の 

上場維持基準 
800 20,000 10,000 35 20 正 

適合状況 適合 適合 適合 適合 適合 適合 

※ 流通株式時価総額は、東証が算出した結果に基づき記載。 

  １日平均売買代金は、東証より受領した「上場維持基準（売買代金基準）について」（期間 2022 年１

月～12 月）に基づき記載。 

 

 【スタンダート市場の適合状況】 

 
株主数 

（人） 

流通 

株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（百万円） 

流通株式 

比率 

（％） 

月平均 

売買高 

（単位） 

純資産 

の額 

（百万円） 

当社の状況 

（2023 年３月末時点） 
7,022 72,941 10,510 58.7 2,872 10,313 

スタンダード市場の 

上場維持基準 
400 2,000 1,000 25 20 正 

適合状況 適合 適合 適合 適合 適合 適合 

※ 月平均売買高は、2022 年７月～12 月の売買高合計を６（ヶ月）で除して当社が試算。 
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２．スタンダード市場の選択理由 

当社は、2022 年４月の東証の市場区分の見直しにあたり、プライム市場を選択し、2023 年３月末

時点において上場維持基準を達成いたしました。しかしながら、2023 年４月の東証の規則改正に伴

い、スタンダード市場への変更が可能となったことから、改めて当社の事業規模、事業内容に照らし

て再検討を行ったところ、取締役会においてスタンダード市場の選択が適切との結論を得ましたの

で、変更申請を行うことといたしました。 

当社は、これまで売上拡大と収益確保に注力するとともに、株主還元を重視して、その充実化を図

ってまいりました。今般、スタンダード市場の選択により、株主還元手段の多様化が図れ、機動的か

つ柔軟な資本政策が可能となると判断いたしました。 

今後、スタンダード市場に移行いたしましても、持続的な成長とコーポレート・ガバナンス体制の

強化を通じて中長期的な株主価値向上に取り組む方針に変わりはございません。 

当社は、中期経営計画『NEXT C4』（2024 年３月期～2026 年３月期）の主要な基本戦略である「コア

ビジネスの拡大」、「ＤＸ案件の積極的受注」を遂行し、連結売上高 200 億円超えを達成し、10 年先に

は、300 億円超えを目指してまいります。なお、将来は、事業戦略や事業規模などを踏まえ、最適な

市場区分を選択してまいります。 

 

３．スタンダード市場への移行予定日 

スタンダード市場への移行予定日は、2023 年 10 月 20 日となります。この日以降において、当社株

式の取引はスタンダード市場に移行し、同市場で取引が継続されます。 

 

以  上 

 

 
※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

 断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績 

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 


